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みえのみつ みかのあな みわきかげ
なゆ礎いま ななみやぎ なしをす匂

r、、

王子
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開
催

お
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せ

輔
融
和
僚
約
の
朝
間
印
に
仲
け
っ
て
内
一
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

外
の
情
勢
は
我
々
の
生
活
に
新
た
一
ナ
。

訟
展
開
聞
を
婆
誘
し
つa
A

あ
り
ま
ず
一
と
の
念
願
か
ら
￠
次
の
臼
開
阻
止
科

在
昔
、
市
民
は
一
段
の
勇
気
を
ふ
一
開
閉
じ
て
市
内
を
巡
回
す
る
成
人
諮

る
っ
て
と
れ
を
の
り
切
っ
て
行
く
一
践
を
開
催
し
て
敬
一
賓
と
生
活
の
深

の
に
は
市
民
一
人
/
\
が
敬
一
設
を
一
化
に
費
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

深
め
て
新
郷
土
建
設
を
め
ぢ
す
積
一
市
民
の
み
な
さ
ま
好
き
な
科
目

極
的
危
意
慾
と
情
熱
を
み
ち
た
力
一ξ
好
き
な
日
を
選
ん
で
制
抑
制
明
暗
時
下

強
〈
新
し
い
精
一
紳
が
よ
び
診
と
さ
一
さ
い
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あ
し
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水
滑
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力
み
友
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た
し

街
焔
の
み
の
ち

裳
か
た
る
市

歴
史
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と
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潟
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輝
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と
え
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永
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栄
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祈
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烏
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わ
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縄
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ま
で
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指
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一
、
郵
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示
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う
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。
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塚
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限
二
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「
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鶴
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館
豊
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「
小
潟
律
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一

一
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宇
佐
美
サ
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カ
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興
行
於
新
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地 本政!iË 太

而
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や

浜
正
山
向
児
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究
会
電
続
入
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朋
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卒
由
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ン
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卒
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部
孫
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揚

今問
弁五

久

子

ト
シ
と
な
る
。
す

‘
な
わ
ち
一
千
二
百
万
キ
ロ
の
水
力

一
開
設
が
完
成
さ
れ
た
践
に
お
い
て

一
段
日
本
の
水
力
は
賓
に
石
茨
債
依

一
約
一
抽
出
ト
y

に
匹
敵
す
る
ェ
、
巧
ル

一
ギl
債
伎
を
生
漆
ず
る
こ
と
に
な

水
力
電
気
は
敗
戦
刊
日
本
に
描
出
さ
れ
一
週
一
一
回
の
休
一
環
目
。
電
灯
一
る
。

た
最
大
の
資
源
で
あ
り
箆
嘩
恨
の
基
一
七
時
吋
か
ら
午
後
四
時
今
迄
の
使
用
一
く
り
返
し
て
一
五
う
と
水
カ
電
気

即
時
国
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
「
龍
一
禁
止
、
暗
唱
軸
常
務
及
動
力
使
用
問
の
午
一
は
日
本
の
宝
で
あ
る
。
震
源
開
務

カ
は
閣
の
班
員
」
と
一
試
う
襟
認
を
制
的
一
後
四
時
半
か
ら
八
時
今
迄
の
禁
止
一
一
は
怒
れ
て
い
る
。
話
一
識
の
時
吋
で
な

げ
て
電
源
開
発
の
念
務
を
訴
え
・
一
4

才

Y
灯
の
禁
止
等
を
な
ぜ
し
友
一
〈
実
行
の
段
階
じ
入
っ
て
い
る
。

同
時
に
霞
采
在
大
切
に
使
う
慈
動
一
け
れ
ば
な
ら
た
い
か
。
と
れ
ば
絡
一
政
府
も
国
民
も
電
気
事
業
者
も
と

吃
相
提
唱
し
て
い
る
。
電
力
が
「
回
出
一
相
判
長
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
一
ぞ
っ
て
「
顧
問
気
は
問
閣
の
袋
」
遼
酷

の
餐
」
で
あ
る
こ
と
は
昨
年
の
渇
一
る
。
即
ち
山
少
い
瞬
時
カ
を
よ
わ
有
効
一
を
推
進
し
よ
う
。

水
に
よ
る
電
力
予
告
ん
が
箆
業
危
一
じ
使
う
便
法
じ
す
ぎ
な
い
。
と
れ
一
〈
東
京
電
力
平
綴
割
高
繋
時
間
)

機
身
将
来
し
、
ひ
い
て
は
枇
会
不
一
を
線
本
的
に
解
決
す
る
に
は
時
臨
時
抱
一

d

安
に
ま
で
及
ば
ん
止
し
た
と
と
で
一
所
を
懇
談
す
る
と
と
で
あ
る
。

充
分
御
承
知
の
と
と
t
A
a訟
も
う
。
一

校
能
比
可
の

る
給
と

け
供
量

於
P

の
カ

に
月
間
也

内
令
。
閉
山

同
日
ト
民
間

カ
年
と

電
Z
R
刷

、
京
和
カ

東
昭
電

は
え
と
い
え
ば
す
ぐ
体
染
病
に
む

す
び
つ
け
て
有
害
た
方
一
向
ば
か
り

考
へ
る
。
ほ
え
だ
け
は
全
く
百
害

司4
3
1
ん
あ
っ
て
一
利
な
き
無
用
の
行
在
で

1
幻
一
あ
る
@
だ
か
ら
彼
等
の
撲
滅
に
は

j
一
人
類
の
釜
能
力
を
あ
げ
て
と
れ
が

月
日
悌
一
絡
減
方
法
密
議
じ
怠
け
れ
ば
な
ら

1
1

率
一
ぬ
と
い
う
の
が
今
日
の
常
織
で
あ

市1
7
0
0我が
留
で
は
有
車
両
閉
比
虫

K
L

4
一
て
伸
件
数
以
来
各
地
方
に
於
て
溺
月

一
一
か
ら
九
月
の
関
衛
生
班
を
組
織
し

二
て
、
ほ
え
の
綴
除
に
努
め
て
い
る

わ
が
国
の
由
民
認
設
俄
は
水
力
火
力
一

J簿
カ
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
石
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